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環境教育研究部会 

 

 

１ 研究テーマ 

 

 

 

 

 

 

２ 研究テーマにかかわって 

 

 自然環境は全ての生き物の生活基盤であるが，人間はこれまで自然を破壊し，あたかも人間

だけが特別な存在であるかのように自然に対して大きな負荷を与え，再生不可能ではないかと

思われるような開発を行ってきた。その結果，地球は，大気汚染，海洋汚染，オゾン層の破壊，

地球温暖化，酸性雨，水質汚濁，食糧問題，人口問題，エネルギー問題，絶滅が危惧される動

植物の数々…。実に様々な環境問題を抱えるようになった。また，福島第一原発による放射能

汚染は，終わりの見えない最大の環境問題である。 

 これら問題を解決するためには，私たちの生活と自然とのかかわりにどのような問題がある

のかという実態を正しく把握し，その原因を追求することが大切である。また，環境問題を引

き起こしている社会経済の仕組みも理解し，環境に配慮した仕組みに変革していく努力も大切

である。私たち一人ひとりが，問題解決のために何をしなくてはならないかを考え，実行して

いくことが必要とされている。 

 本部会では，まず，私たちが科学的な知識に裏付けられた環境に対する現状認識を深めると

ともに，環境問題を自分の課題としてとらえ，主体的に取り組んでいけるような子どもの育成

をめざしていきたい。そのためにも，子どもたちが自然に親しみ，自然の素晴らしさや不思議

さに気付くことができるような環境学習の機会を重視して，環境に対する豊かな感受性を育ん

でいきたい。 

 

 

３ 研究内容について 

 

（１）統一授業研に向けて授業案作りを行う。 

・学習会 

・臨地研修 

（２）部員による実践報告を行い，環境教育のあり方を討議する。 

（３）学校教育の場だけで終わらせず，家庭や地域社会でも実践が広げられるような学習素材

や教材づくりを検討する。 

「自然との共生」をめざした「環境教育」のあり方 

～身近な環境や自然に対して主体的にかかわる子どもの育成～ 
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４．研究計画（年間１０回） 

 

回 研究日 会場 司会 記録 内 容 

１ 
５月 １０（水） 

【春季教研】 
塩山南小 

渡邉 

向山 
阪本 

役員，研究テーマの決定 

研究内容，計画の検討 

２ ５月２４日（水） 笛川小 武井 坂本 
研究内容・計画の決定 

統一授業研究の内容について 等 

３ ６月１４日（水） 東雲小 加藤 若月 

統一授業研究の授業案検討 

実践発表（武井・深澤） 

夏季学習会の内容について 等 

４ 
７月３１日（月） 

【夏季学習会】 

八幡小 

仏沢・友沢 
阪本 吉本 

統一授業研究の授業案検討 

臨地研修 

（仏沢 奇岩群・友沢自然散策） 

５ 
８月３０日（水） 

【統一授業研】 
八幡小 深澤 五十嵐 

研究授業 

授業者：山元 和香子 先生 

（八幡小） 

６ 
９月２０日（水） 

【秋季教研】 
塩山南小 渡邉 武井 実践報告（猪股・向山） 

７ １１月２９日（水） 神金小 向山 加藤 
県教研の報告 

実践報告（阪本・吉本・若月） 

８ １月１０日（水） 山梨北中 若月 猪股 
実践報告 

（渡邉・坂本・五十嵐） 

９ 
２月 ７日（水） 

【統一授業研】 

東雲小 

自然の杜 
吉本 深澤 

研究授業（模擬授業） 

授業者：加藤先生 東雲小 

本年度の研究についてのふり返り 

10 
２月１４日（水） 

【冬季教研】 
塩山南小 向山 山元 研究のまとめ 

 

 

５ 研究授業実施計画 

 

 ８月３０日（水） 授業者 山元 和香子 先生（八幡小） 授業内容 ３年 身近な自然 

 ２月 ７日（水） 授業者 加藤 友子 先生（東雲小） 模擬授業内容 自然の杜の観察 
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第３学年 理科 学習指導案 
指導者 山元 和香子 

１．単元名  身近な自然の観察 

 

２．単元について 

本単元は，学習指導要領の，小学校３年理科 Ｂ生命・地球 (2)身近な自然の観察 に位置付

けられる。 

(2)身近な自然の観察 

本内容は，「生命」についての基本的な見方や概念を柱とした内容のうちの「生物と環境のか

かわり」にかかわるものであり，第６学年「Ｂ(3)生物と環境」の学習につながるものである。

ここでは，身の回りの生物の様子やその周辺の環境について興味・関心をもって追究する活動

を通して，身の回りの生物の様子やその周辺の環境とのかかわりを比較する能力を育てるとと

もに，それらについての理解を図り，生物を愛護する態度を育て，身の回りの生物の様子やそ

の周辺の環境についての見方や考え方をもつことができるようにすることがねらいである。 

・様々な種類の植物や動物を見たり触れたりするなど直接観察することを通して，生物の色，

形，大きさ，手触りなど諸感覚で確認できる特徴をとらえるようにする。 

・生活科の学習との関連を考慮しながら，理科の学習の基盤となる自然体験活動を充実するた

めに，児童の野外での発見や気付きを学習に生かすような自然の観察を取り入れるようにす

る。                             （学習指導要領解説 小学校理科編 より） 

児童は，１学期の単元「春のしぜんにとび出そう」「たねをまこう」「チョウを育てよう」「こ

ん虫を調べよう」の学習を通し，身近な生き物に興味を持ち，理科学習の基礎的技能を身につ

けてきた。しかし，授業時間中には熱心に観察していても，普段の生活の中で自然に目をむけ，

観察しようとする意欲をもつ児童はあまりいない。また，観察対象も目立つものや同じ場所に

あるものに偏りがちである。 

本単元では，まず，雑草を取り上げることで，身近にある自然の面白さに気づかせる。その

後，理科の学習を中心に，社会科の校外学習や総合的な学習の時間を利用し，合科的な学習を

進めながら，自然と触れ合う機会を増やす。直接見たり触れたりする活動を通して，興味や関

心を高め，普段の生活の中でも自然に目が向けられるようにする。自然観察の楽しさや自然の

不思議さをたくさん体感させることで，「生物を愛護する態度を育て，身の回りの生物の様子や

その周辺の環境についての見方や考え方をもつことができる」ようになると考える。 

 

３．児童の実態 

 男子１０名，女子１０名，計２０名のクラスである。 

 男女ともに，明るく素直な子どもたちで，休み時間には外で元気よく遊んでいる。本好きで

図書室で読書をしてすごす児童もいる。授業中の挙手，発言は特定の子が多いが，簡単な質問

に対しては，どの子も意欲的に挙手する。グループ学習には協力的で，お互いに意見を出し合

ったり，フォローをし合ったりすることができる。今年度の学力把握検査では，「話すこと・聞

くこと」に課題がみられた。朝の会での日直の話，学級会の全員発表等で，話の中心に注意し

て聞くこと・伝えたいことをわかりやすく発表すること，を練習中である。 

虫や植物への興味の差が大きく，積極的に観察や記録に取り組み，教師に質問に来る児童も

いるが，消極的な児童も数名いる。アオムシ・アゲハ・カブトムシを飼育することで，虫嫌い

を克服した女子が数名いた。観察の視点(色・形・大きさ・前回との比較・他種との比較など)

がもてなかったり，まとめがかけなかったりする児童もいる。よくかけている児童の観察シー

トをお手本にできるよう，掲示やアドバイスの記入をしながら，継続的に指導をしている。 

本単元の授業では，体験を重視し，観察記録が簡易なため，ゲーム感覚で取り組んでいる児

童が多い。観察の目的を意識させることや，身近な自然へのさらなる興味につなげることがで

きるように，意識しながら指導していきたい。 
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４．単元の目標および評価規準 

【春の自然に飛び出そう】の目標 

生活科での生き物との直接体験を基に，校庭や野原などにはどんな生き物が見られるかに

興味をもち，生き物探しの活動を通して，見たり触ったりするなど諸感覚を使って生き物と

関わり，色，形，大きさなどの特徴を捉えることができるようにする。また，野外観察での

注意事項や虫眼鏡の使い方など理科学習の基礎的技能を習得し，これからの理科学習に必要

な見方や考え方を養うとともに，学習に対する期待と意欲をもつことができるようにする。 

自然事象への意欲 

・関心・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての

知識・理解 

・校庭や野原などの生

き物の様子に興味を

もち，進んで探して，

見つけた生き物に愛

情をもって接しなが

ら，観察しようとして

いる。 

・身近な生き物に愛情

をもって，接してい

る。 

・虫眼鏡を正しく使っ

て，生き物の様子を詳

しく観察し，記録して

いる。 

・生き物同士を比較し

て，差異点や共通点を

見いだすことができ

る。 

・観察した生き物を比

べて，生き物にはいろ

いろな色，形，大きさ

のものがいると考え，

説明している。 

・生き物を探したり育

てたりする中で，特徴

を観察し，記録するこ

とができる。 

・身の回りにはいろい

ろな生き物がいて，そ

れらは色，形，大きさ

などの姿が違うこと

を理解している。 

・生き物の生育には，

それぞれ適した環境

があることを理解し

ている。 

〈理科の視点〉 

・身の回りの植物や動物を観察し，色，形，大きさの違いや生物が周辺の環境とかかわって

生きていることを理解する。  

〈環境学習の視点〉 

・身近な自然に接する活動を通して，いろいろな生き物に興味や関心をもつ。  

・生き物を大切にしようとする心情を養う。 

５．学習計画〔環境教育として６時間実施〕 

 時間  学習活動 評価の観点と方法 

導

入 
１ 

「野原の有名草クイズ！」(理科) 

・初級，中級，上級，特別，スペシャルの

５つのジャンルに挑戦する。 

・学習感想を書く。 

関意態普段目にしている身近な植物)に
興味をもち，進んでクイズに参加してい
る。         ［発言・行動観察］ 

 

第
１
次 
春
の
し
ぜ
ん
を
見
つ
け
よ
う 

① 

・校庭や野原などで，どのような生き物が

見られるか話し合う。 

・野外観察での注意事項を知り，校庭や学

校の周りで，生き物を探して，記録する。 

関意態① 春の自然の様子に興味をも
ち，どんな生き物が見られるかを考え，
進んで探して記録しようとしている。 

          ［発言・行動観察］ 

思表① 生き物の様子について詳しく調
べたいことを考え，それらがどのような
様子をしているかを予想するとともに，
詳しく調べるにはどのように観察すれば
よいかを考え，自分なりの考えを表現し
ている。        ［発言・記録］ 

② 

・見つけた生き物を互いに発表し合い，も

っと詳しく調べてみたいことを考える。 

・虫眼鏡の使い方を知る。 

 

実

践 

２ 

３ 

４ 

社会科・総合の地区探検で自然観察 

・「有名草クイズ」に出てきた草の実物を

見つけ，観察する。 

・道端や野原で，生き物を探して，記録す

る。 

関意態生き物の様子に興味をもち，進ん
で探し，観察・記録をしようとしている。 

      ［行動観察・記録］ 
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第
２
次 
 
生
き
物
の
す
が
た 

③

④ 

・校庭や野原などで，生き物の色，形，大

きさなどに着目しながら観察して記録

する。           （観察①） 

・観察した生き物について発表して比べ

る。 

 

関意態② 校庭や野原などの生き物の様
子に興味をもち，進んで探して，見つけ
た生き物に愛情をもって接しながら，観
察しようとしている。［行動観察・記録］ 
技能① 虫眼鏡を正しく使って，生き物
の様子を詳しく観察し，記録している。 

       ［行動観察・記録］ 
思表② 観察した生き物を比べて，生き
物にはいろいろな色，形，大きさのもの
がいると考え，説明している。 
            ［発言・記録］ 
知理① 身の回りにはいろいろな生き物
がいて，それらは色，形，大きさなどの
姿が違うことを理解している。 

           ［発言・記録］ 

⑤ 

 

・生き物は，色，形，大きさなどの姿が，

それぞれ違うことをまとめる。 

・これまでの学習を振り返りながら，これ

からの理科の学び方について確認する。 

発

展 

５ 

観察・発見シート(理科) 

・シートを使って，学校内の自然を観察す

る。 

・学習感想を書く。 

関意態校庭の生き物の様子に興味をも
ち，進んで探し，見つけた生き物に愛情
をもって接しながら，観察しようとして
いる。       ［行動観察・記録］ 
思表生き物同士の関わりや，季節による
変化について，考えながら観察している。        
［発言・記録］知理身の回りにはいろい
ろな生き物がいて，それらは色，形，大
きさなどの姿が違うことを理解してい
る。          ［発言・記録］ 

６ 

本

時 

自然観察フォトラリー(理科) 

・班ごとにポイントに行き，問題を解き，

解答シートに答えを記入する。 

・答え合わせの後，学習感想を書く。 

６．本時の学習 

（１）日時 平成２９年８月３０日（水）第５校時（１３：５５～１４：４０） 

（２）場所 八幡小学校 校庭 及び ３年教室 

（３）目標 身近な自然に目を向け，興味を持って観察することができる。 

（４）展開 

過程 学習活動・内容 教師の支援・留意点 準備 

導 

入 

５ 

分 

１．前時の振り返りをする。 

・シートを使って学校内の自然観察を

したことを想起する。 

２．ルール説明を聞く。 

・班ごとにポイント(写真の場所)に行

き，問題用紙を見つけたら，そこに

書かれている問題を解き，解答シー

トに答えを記入する。 

・どのポイントから答えてもかまわな

いが，必ず班員全員がそろって行動

すること。他グループとの情報交換

はしないこと。 

・時間（14時 25分）になったら，問題

が途中でも，スタート地点(正面玄

関)に戻ってくること。 

３．本時の学習課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

・正面玄関に班ごとに集合させ

る。(シートは予め探検バック

にセットさせておく。班長の

み筆記用具持参。) 

・ルールをきちんと守ることを確

認する。 

 

観察・ 

発見シート 

 

 

フォトラリー

シート 

(全員分) 

解答シート 

(班で１枚) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八幡小の自然を，じっくり観察し，

たくさんの発見と体験をしよう。 
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展 

開 

25 

分 

４．フォトラリーに取り組む。 

・グループごとに活動する。 

・答えをシートに書きこむ。 

・巡回し，安全確認をしながら児

童の様子を見守る。 

・質問に答えたり，必要に応じて

助言を行ったりする。 

・早く終了してしまったグループ

には，「スペシャル問題」のシ

ートを渡す。 

 

 

 

 

 

 

 

予備の 

問題用紙 

 

 

スペシャル 

問題用紙 

5 

分 

３５．答え合わせをする。 

・ポイントを回り，答え合わせをする。 

・発見したこと，考えたことなどの意

見交換をしながら，答えを確認する。 

５６．学習感想を書く。 

・・教室に戻り，学習感想を書く。 

・解説を入れながら，答え合わせ

をする。 

・正解が多かった班を紹介する。 

・学習感想に，今日発見したこと

を記録するように指示する。 

学習感想 

用紙 

 

【評価】身近な自然に目を向け，興味を持ってじっくり観察することができたか。 

（行動観察・記録） 

資料１時間目 ４月２８日 

「野の花クイズ」児童の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２・３・４時間目 

５月１８日・３０日・６月６日  

「地域探検シート」より 

 

 

 

 

支援を要する児童への手だて 

ヒントを与えたうえで，教師

といっしょに観察を行い，活

動に参加することができる

ようにする。 
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良く見て・良く触ってみよう。 

何か新しい発見があるかも… 

↓ゲッケイジュの葉のにおいは？ 

↓あといくつ見つければいいのかなあ。 

←あっちの方に○○があったよ。 

↓知っていそうな人に聞いてみる。 

５時間目 ７月１８日「観察・発見シート」・児童の様子 
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６時間目 ８月３０日(本時)   自然観察フォトラリー 問題 

①マリーゴールド 

 マリーゴールドの花は，虫よけになります。どうしてでしょう。さわったり，よく見たりして考え，Ａ～Ｃ

の中から １つ えらびましょう。 

 Ａ：虫がきらいなにおいがするから  

 Ｂ：虫がすきな花の色なので，虫を集めてくれる（ので，まわりにこなくなる）から 

 Ｃ：花の形が,虫がきらいな形をしているから 

②ゴヨウマツ（五葉松） 

 ゴヨウマツは，漢字で「五葉松」と書きます。どうして五葉マツなのでしょうか。葉をよくかんさつし

て，りゆうを書きましょう。 

③シュロ 

 シュロの木から作られていないものを，１つ えらんでください。 

 Ａ：せっけん      Ｂ：たわし     Ｃ：ベランダほうき 

④モッコクの実 

 モッコクの実の中のたねは，どんな様子をしているでしょう。実をとって，わって 

調べてみましょう。Ａ～Ｃのどれでしたか。 

 Ａ：米つぶみたいなたねが，いくつも入っている 

 Ｂ：大きくて丸いたねが，１つ入っている 

 Ｃ：小さくて細かいたねが，ぎっしり入っている 

⑤ゲッケイジュ（月桂樹）/ローレル 

 ゲッケイジュには「オス」の木と「メス」の木があります。八幡小の校庭にある 

この木は，オスでしょうか，メスでしょうか。 

⑥キンギョソウ（金魚草） 

 花の形が金魚ににているので，日本ではキンギョソウ（金魚草）という名前がつき 

ましたが，キンギョソウを発見したギリシャ人は，「○○に にている花」とよびました。何に にてい

ると思ったのでしょうか。 

 Ａ：口（くち）    Ｂ：目    Ｃ：耳    Ｄ：鼻（はな） 

⑦？？？？？ 

これは，みなさんがよく知っている野菜の花です。野菜の名前を答えましょう。 

葉っぱを切りとって，切り口のにおいをかいでみると わかるかもしれません。 

⑧コノテガシワ 

 どうして「コノテガシワ」という名前がついたのでしょうか。 

Ａ：実が，子どもが手をにぎった形（グーの形）をしているから 

Ｂ：葉が，子どもの手のひらの形をしているから 

Ｃ：花が，子どもが手を合わせた形をしているから 

⑨エノコログサ 

 どうして「エノコログサ」という名前がついたのでしょう。 

Ａ：ほうきの柄（持つところ）から  Ｂ：「夏のころ」に生える草だから   Ｃ：犬のしっぽから 

⑩樹木の幹 ※フォトラリーシートに掲載 サルスベリの木のみきは，Ａ・Ｂ・Ｃのどの写真ですか 
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名前( ）

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩-A ⑩-B ⑩-C

☆フォト ラリ ーシート  　 月　 日

※全部終わったグループは、先生から「スペシャル」問題をもらいましょう。

⑩「サルスベリ」の木のみきは，
　 　上のA・Ｂ・Ｃのどの写真でしょうか。

触ったり，実を割って確かめたり， 

「じっくり」と観察しています。 

↑実の形をよく観察して，答えを 

考えています。 

 

  

↓
先
生
か
ら
の 

ス
ペ
シ
ャ
ル
ヒ
ン
ト
！ 

↑
答
え
合
わ
せ
ツ
ア
ー
で
は
，
班
ご
と
に 

選
ん
だ
理
由
を
発
表
し
ま
し
た
。 
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補足活動 ８月３１日 

スペシャル問題は，本時の中ではもらいに来た班が１つもなかったため，次の日の休み時間・

放課後を「観察タイム」として，班ごとに答えを決めさせ，９月１日の休み時間に答え合わせ

と観察を行った。 

「Ｂ」の答えを選択した班が多かったが，実際に観察してみると，アサガオは花の後に実が

できているのに，ヒルガオの花の咲いた後は枯れていて，実がないことがわかる。 

花の形は「似ている」という認識があり，「Ｃ」を選択した班はなかった。しかし，「葉の大

きさがちがう」を葉の形がちがうととらえて，「Ａ」を選択した班もあった。 

ヒルガオの花が朝から咲いているのを日頃から観察していた児童もあり，「Ｄ」が選択できた

班もあったが，Ｂにも○をつけてしまったため，（１つだけという条件を満たすことができず）

不正解になってしまった。 

正解はなかったものの，子どもたちがお互いに意見交換をしながら細かい所まで良く観察し

☆体育館前のうさぎ小屋の東の 

フェンスに，ヒルガオとアサガ

オがあります。 

よく見て考えてください。 

〈スペシャル問題〉アサガオ と ヒルガオ をくらべてみました 

Ａ：葉の形がちがう 

Ｂ：アサガオにはたねができるが，ヒルガオにはできない 

Ｃ：花の形がにている 

Ｄ：アサガオは朝だけ，ヒルガオは昼だけ花がさく 

まちがっている文が１つあります。Ａ～Ｄのどれでしょう。 

←本時の解答用紙  ↓授業後のまとめシート 

どの班もフォトラリーのルールをきちんと守り,よく観察し，時間をかけ

て話し合いながら答えを決めていました。 
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ている様子を知ることができた。ここで身に着けた観察の視点を，４年生での「季節と生き物」

の観察につなげていきたい。 

☆９月以後に花壇で育てていた，ホウセンカ・ヒマワリ・ワタの実と種の観察及び種取りを行

った。また畑のカボチャ・ダイズ・ポップコーンの収穫も行った。いろいろな実や種の様子

を観察しながら，「種の無いヒルガオは，どうやって子孫を増やすのかな。」とつぶやいてい

る児童が数名いた。自然に関する興味が今後も広がっていってくれることを期待したい。 

 

授業後の研究会より 

○授業者より 

 ・活動時間の確保をするため，フォトラリーのルール説明や探検バックの準備を授業前にし

ておいたが，（予想通り）時間が伸びてしまった。本活動を時間的ゆとりを持って行うた

めには，２時間続きの授業が確保できると良いと思った。 

 ・フォトラリーの問題は，事前の知識がなくても，触れたり観察したりすることで答えられ

るようなものになるように考えて作成した。特に前回は写真に写っているものを見つける

だけの活動だったので，問題にじっくり取り組ませたいという思いがあった。 

 ・時期的に生長や変化が激しい季節であるので，問題のネタ探し（写真撮影）は直前に実施

した。しかしながら問題⑦の「ニラ」が除草作業で刈り取られてしまい，子どもたちが残

念がっていた。問題数が減っても観察時間が足りない状況だったので，結果的には問題は

なかった。 

 ・１学期からの継続的な学習により，子どもたちの観察の仕方が徐々に上手になってきてい

て，経験を活かした学習ができていたと思う。 

 ・問題のネタ探しから，問題作り，授業の準備まで，教師も楽しみながら進めることができ

た。自分も知らなかったことがたくさんあり，授業を通して知識を増やすことができてう

れしかった。ただ，毒性を持つ植物が身近にたくさんあることにも気付かされた。教材化

には安全面の配慮も必要になって来る。 

○研究討議より 

 ・子どもたちは今回の授業に向けてどんな様子だったか⇒７月の授業のときから，今回の観

察活動をとても楽しみにしていた。休み時間に校庭の木々を観察し，問題の予習をしてい

る児童もいた。 

 ・問題番号順に行かせなかったのはなぜか⇒１か所に集中しないようにするためと，観察時

間も限られていたので，できる（場所がわかる）ところから行けるようにした。なお，今

回はグループ間での情報交換はできないルールになっている。 

 ・問題封筒の大きさが小さくて見つけにくかったのでは⇒見つける楽しみを与えたかったた

めと，事前に予習している児童がリードできるように，少し奥まったところに設置した。 

 ・子どもたちが実際に触れたり，においをかいだりしていた。これまでの活動経験が活きて

いたと思う。クイズより植物を観察することに興味が向いていた。特にキンギョソウや五

葉松の問題は，とてもよく観察していた。 

 ・子どもなりの視点を持って，良く観察し，関心を持って取り組める活動なので，生活科で

も取り入れられるのではないか。 
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 ・どこの学校でも校内の敷地を１周するだけで，たくさんの写真が撮れる。それを元にして

教師が調べ学習をしながら，問題づくりをしていけばよいので，専門的な知識がなくても，

だれでも実践できる内容だと思う。 

 ・児童が自然に興味を持ち，授業外にも観察を楽しんでいることは良いことであるが，「キョ

ウチクトウ」や「センダンの実」などの毒性を知らずに触れたり口にしたりしないように，

指導が必要である。⇒特にキョウチクトウについては，毒性が強く，学校に植えられてい

ることが多いので注意が必要。 

○指導・助言 

・本部会の研究テーマに沿った授業内容であり，身近な自然である校庭の樹木や植物につい

て，児童が体験的に良く学ぶことができていた。校庭の教材化のよいモデル授業になった。 

 ・児童が課題に対して主体的に取り組んでいた。また，班で話し合いながら学ばせることで，

対話的で深い学びにもつながっていた。 

 ・子どもたちは活動中，五感を働かせながら知識を得ていた。文章表記での回答欄や難しい

問題もあったが，答えるために子ども同士が主体的に対話したり，表現方法を話し合った

りと，お互いに学びを深めていた。アクティブラーニングの授業ができていたと思う。 

 ・問題にいろいろな工夫が見られた。他教科やくらしの中など，多くの分野に広がる内容だ

った。植物の名前を教えるだけでなく，問題を解くことを通して，子どもたちが深く考え

ることができる内容になっていた。 

 ・子どもたちが良く植物の名前を知っている。校外学習や地区探検の機会を活かしながら，

体験的に学んできたことが良かったのではないか。 

 ・各学校，校庭の教材化を行い，それを学校の財産として蓄積していければよいと思う。 

 ・植物を扱う上での安全面への配慮として，毒をもった植物は意外に多いので，知識を持っ

た人や情報を受けた人が徐々に広げていけばよい。 

 ・環境教育研究部会としてのスタンスである「子どものころに体験的な活動を通して得られ

た知識は，大人になっても記憶として良く残る」をふまえた実践活動だった。触れた感覚

やにおいなどで感性的に捉えた自然＝環境への興味が，将来の環境保護へつながる心情を

育む，足元の実践になったのではないだろうか。 

 

実践のまとめとして 

・いつもの授業にひとプラスすることで，より自然に興味を持たせることができる。 

・校外学習の機会を利用することで，実際に体感させる時間を増やすことができる。 

・普段からカメラを持って，校庭や校舎周りの気になったものを写真に撮っておくとよい。 

・教材化できそうなものについて，いろいろ調べてみる。自分が知らないものでも，調べてい

くうちに知識を増やすことができる。楽しみながら授業づくりをしていく。 

・名前が分からなかったり，曖昧だったりするものでも，十分に教材化できる。教えすぎず，

疑問は疑問のまま授業を終了してもよい。(自ら学ぼうとする姿勢につなげる。) 

 

参考文献：「体験学習の手引き」～これからの青少年活動のために～ 

   編集：神奈川県立青年の家合同研修会 発行：神奈川県立青年の家（平成１０年３月） 


